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造寄生虫の微細構

1．肝吸虫の体表構造
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大小不同のミトコンドリアおよび電子密度の高い霜粒，

小空胞などが無数に散在している．

ミトコンドリアは小数のクリステをもち外皮層の底部

近くに多く分布している．

外皮層の基質にみられる頼粒は円板状を呈し，厚さ８０

Ａ位の膜で被われ,直径0.1～0.2鰹，厚さ200～400Ａ前

後のものが多く，これらの中心部は非常に薄くなってお

り，両側の膜が相接する程になっているが，円板の辺縁

部はやや厚く膨隆して，一見人間の赤血球に似た形をし

ている.従ってこの円板状頼粒は側方からみると桿状を

呈しており，又切片の出来方によってはドーナツ型，又

は薄板状穎粒としてみられることがある・これら円板状

穎粒のうち外皮層表面近くにあるものは，外皮表面の細

胞膜にある程度の角度をもって接しており，ミトコンド

リア，小空胞と共に密集しているのがみられる．

又基質には非常に線細な線維が網状構造を作り，その

所女に大小不同の空胞や，直接４Ａ以下の非常に小さな

頼粒が無数に散在している.このような外皮層には核，

ゴノレジ装置，小胞体のようなものはみられず，所謂シン

シチウム構造を呈している．

口吸盤，咽頭などの内腔面にも外皮層が入り込み，そ

の表面を被っている.ただこれらの部分では外皮層の基

質に基底膜の陥入が沢山にみられ複雑な網状を呈してい

る．

次に外皮層底部をみると，その所女から原形質性の細

管が基底膜を貫通し，筋層の間を縫って体内深〈の柔組

織層内にある上皮細胞に連らなっている．この上皮細胞

には大きな核があり，その周囲にはゴルジ装置や小胞体

などがみられる．核は円形又は卵円形のものが多く，厚

さ８０Ａ位の二重膜で被はれ，その所女に細孔をみとめ，

●
吸虫類の体表の微細構造は本質的に線虫類と全く異っ

ていることはＳｅｎｆｔｃ/α/、（1961)，Threadgold（1963

a，ｂ)，BUrton（1964,1966)，Bjorkman＆Thorsell

(1964)，Ｂｉｌｓ＆Martin（1966）などにより報告されて

おり，さらにＬｅｅ（1966）の概説の中にものべられてい

る．

稲臣ら（l965a，ｂ)，伊藤ら（1966）はさきに肝吸虫

を電子顕微鏡で観察し，外皮層内にある頼粒の構造，ミ

トコンドリアの存在，さらに上皮細胞との関係などにつ

いて簡単にのべて来たが，今回さらに総体的に観察した

ので，これらをふくめ一括して報告する．

ｂ

材料及び方法

感染家兎の肝臓より生鮮虫体を取り出し，0.85％食塩

水で軽く洗浄後，速やかに細切して，冷グノレタール・ア

ルデハイド液で30分間固定し，燐酸緩衝液で洗浄したの

ち，さらに１％オスミック酸液（燐酸緩衝液でｐＨ７．４

に調製）で12時間氷室内で後固定を行なった．後固定を

終った組織は速やかにエタノール系列で型のごとくに脱

水し，エポンで包埋した．

切片の作製にはPorter-Blummicrotomを使用し，

酢酸鉛および酢酸ウラニールで染色し，観察には日立

HS-6，ＨＵ－１１および日本電子ＪＥＭ－７を使用した．

●

､

観察

肝吸虫の体表は薄い所でＬｕ，厚い所で３浬程の外皮

層で被われている．この層の外表面には不規則な起伏が

無数に突出し，絨毛状を呈しているところもある．

外皮層の外表面および内側面は厚さ約８０Ａ位の，や

や電子密度の高い細胞膜で被われていて，その基質には

（３３）
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核内部には仁や無数の微細な穎粒が充満している．核の

周囲には外皮層にあると同様な円板状頼粒が充満してい

るほか，ミトコンドリアやグリコゲン頼粒が多くみとめ

られ，さらに小胞体の周囲にはライポソーム頼粒と思わ

れるものが配列している．このほか，核周辺にしばしば

直径約300Ａ位の微細環状体が多数規則正しく配列し，

比較的大きな集団となって結晶性封入体を作っている．

このものが，如何なる'性質の屯のかについては今の段階

では確言しがたい．

このような上皮細胞からはそれぞれ互に原形質,性細管

を出して相連らなっており柔組織層を非常に複雑なもの

としている．なおこれら原形質性細管中には上皮細胞，

あるいは外皮層にみられたと同様な円板状穎粒やミトコ

ンドリアが介在しているのがしばしばみられる．又上皮

細胞のあるものでは一細胞内に２個，あるいはそれ以上

の核を保有しているものもあり，これらの上皮細胞と外

皮層とはある意味で一つの大きなシンシチウムを構成し

ている．

筋層は輪走・縦走・斜走および背腹の筋群からなり，

これらが錯綜しているのがみられる．これらは何れも平

滑筋で,直径約400Ａ程の太い線維と，直径約100Ａ程

の細い線維とから構成されており，一般の動物にみられ

るものと同様である．

なお外皮層の基底膜の内側には，やや電子密度が高く，

厚さ不同の層がみられる．この部分は膠原線維様構造を

呈した細い線維からなる網状構造から出来ている．

ある円板状穎粒は，上皮細胞中にある円板状穎粒と全く

同一構造を示しており，恐らくはこれらの穎粒は上皮細

胞中で作られ，原形質性細管を通って外皮層に送り出さ

れるものと思われる．

これら円板状穎粒はBurtoｎ（1966）がＣＯ'gczaeγi"α

ｓｐにみられる球形穎粒を分泌穎粒として報告している

ものと同様である．又Bjorkmane/α/、（1964）は肝蛭

に電子密度の高い梶棒状穎粒をみとめている．又Thre‐

adgold（1967）は肝蛭の上皮細胞には２種類あり，１型

からは電子密度の高い穎粒が作られ，２型からは電子密

度の高い円板状頼粒が作られ，外皮層にはこれら両頚粒

がみられるとし，さらにThreadgold（1968）はHtZP‐

/o〃c〃ａｃｊﾉﾉﾉ〃γαccαでは電子密度の高い分泌穎粒とし

て報告している．又Morris＆Threadgold（1968）は

マンソン住血吸虫の外皮層に球形および梶棒状頽粒の２

種があるとしている．又Ｌｅｅ（1966）もマンソン住血吸

虫で梶棒状穎粒をみとめている．しかし著者等の観察で

は肝吸虫に２種の頼粒はみとめられず，円板状穎粒のみ

がみられた．もし梶棒状頼粒が存在するとすれば，これ

を復元出来るような多くの横断像が確認出来てよいと』思

われるが，少なくとも肝吸虫にはこれを可能にするため

の像はみられなかった．

なおこれらの穎粒が如何なる1性質で，如何なる働きを

するものか不明であるが，Burtoｎ（1966）はこれらを

分泌穎粒であるとしている．

又上皮細胞のあるものでは，しばしば核周辺に結晶性

封入体がみられるが，これはThreadgold（1968）が

HZzP/o”c〃αｃｊﾉﾉﾉ"〃αccαの上皮細胞中にみとめた結晶

性封入体と同様のものと思われる．

以上円板状頼粒，結晶性封入体についてはなお不明の

点が多く今後の研究にまちたい．

又外皮層全体としての役割は，以上の如き構造から考

え，他の吸虫類での報告にもあるように，外皮層は恐ら

くムコプロテイン或はムコポリサッカライドを含んでお

り，宿主の体内で遭遇する諸酵素の作用を防御するもの

であろう事は想像にかたくない．この外Threadgold

(1963ａ，ｂ）が肝蛭の外皮層に吸収作用があるとのべて

いる事から，構造の上で非常に近似の肝吸虫に於ても，

又同様の事を当然考えてもよさそうに思われる．

なおThreadgold（1963ａ）は肝蛭の外皮層に小胞体

の存在を報告しているが，、肝吸虫にはみとめられなか

った．

又外皮層には数多くの起伏や絨毛状構造に近い構造を

５

§

考察

Ｓｅｎｆｔｃ/α/、（1961）はマンソン住血吸虫の外皮層は

無定形で非細胞'性なものだとしているが，Threadgold

U963a，ｂ，1967)，Bjorkman＆Thorsell（1964)，

Gallagher＆Threadgold（1967）などは肝蛭の外皮層

を観察し，外皮層は体内深く柔組織層の中にある上皮細

胞と連らなって，一つの大きなシンシチウム構造をなす

もので，細胞性である事を明らかにしている．又Bur‐

to、（1964,1966)，Erasmus＆Ｏｈｍａｎ（1965)，稲臣

ら（1965ｂ），伊藤ら（1966)，Ｂｉｌｓ＆Martin（1966)，

Erasmus（1967）などによって，多くの吸虫類について

観察され，Threadgoldなどと同様の事実を報告してい

る．

肝吸虫に於てもこれらと全く同様で，外皮層は体内深

部の柔組織層にある上皮細胞と原形質性細胞によって相

連らなり，シンシチウム構造を呈している．外皮層中に

６

（３４）
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もっている事は運動，即ち虫体の伸縮に大いに関係ある

構造と考えられる．
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結論

肝吸虫の外皮層の超微細構造を観察した．外皮層は，

体内深部の柔組織層内にある上皮細胞と原形質性細管で

連らなり，一つの大きなシンシチウムを構成している．

外皮層それ自体は無核で，その基質には上皮細胞に由来

する多くの円板状穎粒，ミトコンドリアが充満している．

又上皮細胞には核・ゴノレジ装置・小胞体および外皮層に

みられたと同様な円板状頼粒・ミトコンドリアなどがみ

られた．
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Abstract !

THE ULTRASTRUCTURE OF HELMITNH #1) THE BODY WALL OF

CLONORCHIS SINENSIS (COBBOLD, 1875) LOOSS, 1907

Seihi INATOMI, Yasimata TONGU, Daigcro SAKUMOTO.

Ka:uo ITANO, and Setsuo SUGURI

{Department of Parasitology, Okayama University Medical School, Okayama, Japan)

Yoshihiro ITO

(Department of Parasitology, Tokushima University Medical School, Tokushima, Japan)

The ultrastructures of the body wall of Clonorchis sinensis have been observed by

means of the electron microscope.

The integument is about 2/u thick and at its basal portion is located a basement

membrane which from a boundary line to a fiber layer constituted of a network structure

of collagen-like fibers. The outer surface of integument is covered with a plasma mem

brane of about 80A thick, having many irregular processes at its outer portion and making

it to convolute and giving an appearance of sponge-like structures. Further, the integument

is non-nucleated, and in its matrix are scattered dense discoidal granules of varying size,

mitochondria and small vesicles. The dense discoidal granules are of a biconcave disc-like

shape of about 0.2^e in diameter and about 300A thick, and its outer surface is covered

with a thin membrane of about 70A thick. Thus the lateral view of such granule gives

a rod-like appearance.

Those epithelial cells located deep in the parenchyma as well as the basal portion of

the integument are connected with each other by fine protoplasmic tubules. At a glance

this view gives a large syncytial structure.

The epithelial cell is either mononucleated or multinucleated, and its cytoplasm

contains the nucleus (or nuclei), Golgi complex, rough endoplasmic reticulum, mitochon

dria, dense discoidal granules and glycogen particles

( 36 )



399

Ｑ

ヘ

》
蓬liiii,,ｉ１ｉｉｌ－釣

じ

■

(３７）



400

鰯111111蕊欝ｉｉｉｒ;lii鱗Ｍ１;;擬灘

巴

，認
６

０

、

(３８）



401

ＥｘｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆＦｉｇｕｒｅｓ

ｌｎｔｅｇｕｍｅｎｔandmusclelayer・Manymitochondriaanddensediscoiｄａｌｇｒａｎｕｌｅｓａｒｅ

ｓｃａｔｔｅｒｅｄｉｎｔｈｅｍａｔｒｉｘｏｆｔｈｅｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔ，Epithelialcelllocatedbelowmuscｌｅｌａｙｅｒ

ａｒｅｃｏｎｎｅｃｔｅｄｔｏｔｈｅｉｎｔｅｇｕmentwithprotoplasmictubule、

ＧｅｎｅｒａｌｖｉｅｗｏｆｔｈｅｂｏｄｙｗａｌＬＴｈｅｒｅａrｅｍａｎｙｄｅｎｓｅｄiscoidalgranulesandmito‐

chondriaintheintegument，

Ｔｈｅｄｅｎｓｅｄｉｓｃｏｉｄａｌｇｒａｎｕｌｅｓｉｎｔｈｅｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔ・

Ｔｈｅｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔｏｆｔｈｅｉｎｎｅｒｓｕｒｆａｃｅｏｆｔｈｅｏｒａｌｓｕｃｋｅｒ・

GeneralviewoftheepithelialcelL

EndplasmicreticuluminepithelialcelL

Epithelialcellhasanucleus・Therearemitochondria，densediscoidalgranulesand

Ｆｉｇ．１．

Ｆｉｇ．２．

Ｆｉｇ．３．Ｔｈｅｄｅｎｓｅｄｉｓｃｏｉｄａｌｇｒａｎｕｌｅｓｉｎｔｈｅｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔ・

Ｆｉｇ．４．Ｔｈｅｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔｏｆｔｈｅｉｎｎｅｒｓｕｒｆａｃｅｏｆｔｈｅｏｒａｌｓｕｃｋｅｒ・

Ｆｉｇ．５．Generalviewoftheepithelialcell・

Ｆｉｇ．６．Endplasmicreticuluminepithelialcell・

Ｆｉｇ．７．Epithelialcellhasanucleus・Therearemitochondria，densediscoid

Golgicompleｘａｒｏｕｎｄｔｈｅｎｕｃｌｅｕｓ

Ｆｉｇ、８．CrystaUineinclusionslocatedaroundanucleusoftheepithelialcell．
●

(Scaleisonemicron）

Abbreviation

BM……basementmembrane

CI……crystallineinclusion

EC……epithelialcell

GC……Ｇｏｌｇｉｃｏｍｐｌｅｘ

ＬＭ……longitudinalmuscle

M……mitochondria

N……nucleus

PT……protoplasmictubule

DG……discoidalgranule
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